教委高第○○○○号
平成２５年１月○○日
府立学校　校長・准校長　様
教育振興室長
教職員の幼児・児童・生徒に対する体罰の根絶に向けた取組みについて（通知）
このたび、大阪市立の高等学校において、２年生の男子生徒が自宅において自殺するという事象が発生しました。大阪市教育委員会による事実確認の結果、自殺前日に部活動の顧問教諭による体罰があったことが明らかになりました。
非常に残念な事象を知ることになり、深い悲しみを持って受け止めています。
体罰は、子どもに対する人権侵害として決して許されない行為であり、これまでも各学校において、「体罰防止マニュアル（改訂版）」を活用した研修を実施するなど、教職員に対して指導の徹底を図っていただいてきたところです。
尊い命が失われるという今回の残念な事象を私共が重く受けとめ、絶対にこのような事象が起きないよう、より一層体罰根絶に向けた取組みを進めなければならないと考えます。
　ついては、各校長・准校長におかれては、緊急に下記の取組みを実施し、校内の指導体制の充実に向け、万全を期するよう願います。
記
１　「体罰防止マニュアル（改訂版）」を活用するなど、体罰根絶に向けた教職員研修を実施すること。その際には各教職員が別添の「体罰防止のためのチェック項目」により、自己の取組みを点検する機会を設けること。
その上で、教職員が、現在、各学校に在籍している生徒に対して体罰を行ったかどうかの調査を実施し、必要な対応を行うとともに、学校全体として体罰を許さない指導体制を確立すること。
（参考）
　　別添ファイル：「体罰とは」（「体罰防止マニュアル（改訂版）」Ｐ１）
体罰防止マニュアルURL: http://www.pref.osaka.lg.jp/kotogakko/seishi/taibatu-bousi.html
２　部活動の指導においても、体罰はいかなる場合においても絶対に許されないという認識を持ち、その根絶に努めることを再度徹底すること。
３　体罰に関する生徒・保護者向けの校内の相談窓口の担当を明確にし、学校外及び学校協議会を含め、相談窓口が設けられていることを文書により周知すること。
なお、取組みの状況について、別紙様式により、１月３１日（木）までの実施状況をとりまとめ、２月５日（火）までに、下記担当あてに報告願います。
≪担当≫
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担　当：山名    � HYPERLINK "mailto:YamanaM@mbox.pref.osaka.lg.jp" �YamanaM@mbox.pref.osaka.lg.jp�
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　担　当：坂田　　� HYPERLINK "file:///D:\\データ仮フォルダ\\00生徒指導\\体罰防止\\通知\\SakataSada@mbox.pref.osaka.lg.jp" �SakataSada@mbox.pref.osaka.lg.jp�








